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「これといって何か成果があったわけじゃないんですが
…。」Ａさんがぽつりぽつりと語り始めました。それはコーチ
ングフォロー研修でのことです。半年前に研修を受けてから
今日にいたるまで、日ごろの職場で実践してみて、上手くいっ
たことや上手くいかなかったことの体験を発表いただく場面
でした。Ａさんは製造会社の営業課長。自他共に認める「せっ
かちで短気」「指示命令型」で周囲をぐいぐいと引っ張ってい
くタイプです。その勢いたるや、マイクなしでも会場全体に
響きわたるほどの声の張り。朝、会場に入られた時も「いやー、
半年前に習ったこと全部忘れちゃったなあ。宿題も何もやっ
ていないやー。」と、なんとも破天荒な登場ぶりで、その様子
に周囲も苦笑いをしていたのでした。そのＡさんが、しんみ
りと、とつとつと語り始めたのです。
「うちの職場は週に一回、会議をしています。事前に案内

しているにも関わらず、欠席しがちな部下のＢさんがいるん
です。理由はわかっています。仕事が終わらないからなんで
すね。この前も案の上、Ｂさんは欠席でした。困ったなあと
思いましたね。というのも、次のプロジェクトのリーダーに
私はＢさんにお願いしたいと思っていたからです。
会議が終わってから、とりあえずＢさんのところに行くこ

とにしました。今までは私の席にＢさんを呼びつけていたん
です。でも、相手が話しやすくリラックスできる場所で話を
してもらったほうが、相手は本音で話しやすいというのを研
修で学びましたから、それを思い出して私からＢさんのとこ
ろに行ったわけです。
Ｂさんの姿が目に入ったとき、正直いらっとしましたね。

いつもだったら『おい、なぜ会議を欠席したんだ。』と詰問す
るところです。でも、ここでまた研修で学んだことを思い出
しました。まずは、Ｂさんの話を聞いてみようと思ったわけ
です。Ｂさんは私に気づいて、顔がさっとこわばりました。
『おい、どうしたんだ？　何かあったのか？』Ｂさんは思った
とおり、仕事が忙しくて納期に間に合わないとか、そんなこ
とを話すわけですよ。つい口を挟みたくなりました。皆、同
じだって。でも、また研修でのことが頭をよぎりました。最
後まで相手に話をさせなさい、と講師に言われたことを。う
んうん、そう～、と相槌を打ちながらひとしきり聞いている
と、Ｂさんが『実は…』と思い詰めた表情で言うんですよ。

『どうしたの？』『実は、体調がよくなくて…。トイレの時に

血がでるんです…。』『えっ！　それまずいじゃない。病院に
は行ったの？』『いえ、行っていません。こんなに会社が忙し
いのに、皆だってこんなに仕事を抱えていて残業しているの
に。自分だけが休むなんてできません。』
Ｂさんがそんなことを抱えていたなんて、全く知りません

でした。ぐっときましたね。それからＢさんを説得して、治
療を受けるようにすすめ、今は治療も順調に進んでいるよう
です。その後、当初の予定通り、プロジェクトのリーダーも
務めてもらっています。何か研修の成果をだした…というわ
けじゃありませんが、相手が本当の自分の気持ちや考えを話
せる環境を少しはつくれたかな、と思っています。」
会場は一瞬水を打ったようにしいんとなり、そして沸き起

こる拍手。私たちの心を打つＡさんの体験でした。もしもＢ
さんに対していつものような関わり方だったら、もしかした
らＢさんは取り返しのつかない状態になっていたかもしれま
せん。休職者や退職者を未然に防いだという意味で、Ａさん
のしたことは企業としての利益の損失を未然に防いだことに
なるでしょう。（ある意味、Ｂさん個人の人生も救った！）
しかし、私たちが感銘を受けたのは、もっと別のところに

あったように感じました。そもそも、集合研修で学んだこと
を私たちは職場でどれだけ実践できるでしょうか。特にコ
ミュニケーションというのは人それぞれの習慣（パターン）
なわけですから、新しい習慣にチャレンジするときには、そ
れなりに大きなエネルギーとモチベーションが必要です。そ
れを実践したＡさんの姿勢に、私たちは感動したように思い
ます。
その後の休憩時間に、Ａさんは何人もの人に声をかけられ

ていました。「いい話だね。私もあらためて部下が安心して話
してもらえるように話を聞こうって思ったよ。」「『なぜ、やら
ないんだ。』の前に『どうしたんだ。』これ、自分も使ってみ
ようと思ったよ。」と。他の23名の受講者は、かなり影響を
受けたようです。
結局、人のモチベーションを上げられる人は、相手に「変

われ。」と口先だけで言う人なのではなく、自らが変わろうと
チャレンジしている人なのでしょう。そんな人を目の当たり
にして、初めて人は刺激を受けて自分も変わろうとするのか
もしれません。そんな当たり前の事をしみじみと実感した研
修での出来事でした。

～やる気を引き出す源泉を探る～
その53　人は「自ら変わろうとする人」を
　　　　　 前にしてこそ、変わろうとする
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